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 「人の良いところを見ていますか？」 
 
                            教務主任    
人には誰でも良いところ（長所）と、良くないところ（短所）

があります。おとなも子どももそうです。完璧な人間はいません。

「あなたの良いところはどこですか？」また、「あなたの良くない

ところはどこですか？」 
学校生活という集団生活の場では、いろいろな思い違いや行き

違い、勘違いなどからトラブルが発生し、けんかにつながってし

まうことがあります。それを防ぐには、周りの人達とコミュニケ

ーションをとり、相手の考えや思いを正確に理解することと、自 
分の考えや思いを正確に相手に伝えることが大切です。また、 
「相手の良いところはどこなのか？」を常日頃から見るように心 
がけることも大切です。ちょっとしたきっかけで相手の良いところが見えることがありますが、

「あの人の良いところはどこだろう？」と考えながら接していたり、行動を共にすると、良いと

ころがどんどん見えて来るようになるそうです。良いところが見えたらそれを伝えることも大切

です。良いところを伝えてもらうと「褒められた。認められた。」という思いから、「自分の良さ

を理解してもらっている。」という、信頼関係につながっていきます。そうした繰り返しで周り

の人達との関係はどんどん良好なものになっていきます。 
残念ながらちょっとしたトラブルからけんかになってしまい、お互いに口をきかない関係にな

ってしまうことがあったりします。その場合多くの人達が、お互いに相手の良くないところばか

りを見てしまい、良いところを見ないようになってしまっています。とても残念です。その逆に、

友達関係が友好な場合は、相手の良いところばかりが見えていて、良くないところが見えていま

せん。いや、見えていたとしても良くないところに負けないぐらい多くの良いところを見ること

が出来ていて、良くないところが気にならないのかも知れません。人の良くないところが見えて

しまったり、自分の良くないところを見せてしまったりすると、誰でも良い気持ちになるはずが

ありません。つまり自分の良くないところを出さない努力や見せない心がけも大切です。人の良

いところを見るように心がけ、逆に自分自身の良くないところは出さないように心がける。その

ように意識しながら行動できる人達が増えてほしいと思います。 
「あなたは、相手の良くないところばかり見るようになってしまっていませんか？また、あな

たの良くないところを相手に見せてしまっていませんか？」最近よくイライラする人や、友達と

思いや意見が衝突している人は要注意です。周りの友達の良いところをしっかり見るように心が

けてみてください。人の良いところと良くないところを理解することは、『人を見る目』を培う

ことになります。その人の良くないところを見えたとしても、それに負けないくらいの良いとこ

ろを理解していたら、トラブルにはつながりません。あなたの周りの人達としっかりコミュニケ

ーションをとり、その人の良いところに目を向けるようにしてください。また、自分自身の良い

ところをどんどん前面に出して行動するようにしてみてください。学校生活という集団生活がも

っともっと充実したものになってきます。 

11月 13日(月)には京都府の事業｢学

校・アート・出会いプロジェクト」 
能楽体験を行いました。 


